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橋上流

《位置図》

稚内建設管理部

河川事業

頓別川は、北海道北部の宗谷総合振興局管内に位置し、兵知安川、ウソタンナイ川、クチョロ川等の支川を合わせ、浜頓別町
の市街地の東側からオホーツク海に注ぐ、流域面積 ㎡、流路延長 の二級河川です。
頓別川水系は、昭和 年からの暫定改修実施後も昭和 及び昭和 年に農地や家屋に浸水被害を受けており、近年におい
ても平成 年 月及び平成 年 月に浸水被害が発生し、特に平成 年 月洪水においては、中頓別市街地で床下浸水被
害が発生していることから、早期に市街地、農地の浸水被害防止・軽減に努めます。

頓頓別別川川 大大規規模模特特定定河河川川事事業業・・広広域域河河川川改改修修事事業業

事事業業延延長長 ：：
事事業業期期間間 ：：昭昭和和 年年度度～～令令和和 年年度度（（予予定定））
全全体体事事業業費費：：約約 億億円円
事事業業内内容容 ：：築築堤堤工工、、掘掘削削工工、、護護岸岸工工、、橋橋梁梁架架替替ななどど

《事業概概要要》

出典：国土地理院

浸浸水水被被害害箇箇所所
平平成成 年年 月月 日日
撮撮影影

新新川川橋橋上上流流
(平平成成23年年7月月撮撮影影)

早早期期のの植植生生回回復復

河河畔畔林林のの保保全全

現現況況低低水水路路のの保保全全

浸浸水水被被害害箇箇所所(平平成成12年年10月月10日日撮撮影影)

床床上上浸浸水水被被害害後後のの様様子子
平平成成 年年 月月 日日撮撮影影

家家屋屋
戸戸のの浸浸水水被被害害解解消消

農農地地浸浸水水
のの浸浸水水被被害害解解消消

事業実施のイメージ

《整備効果》

頓頓別別川川 栄栄和和・・中中頓頓別別地地区区

ククチチョョロロ川川

エエボボトト川川

ｳｳｿｿﾀﾀﾝﾝﾅﾅｲｲ川川
平平賀賀内内川川 兵兵知知安安川川 頓頓別別川川  小小頓頓別別地地区区

改修計画区間

頓頓別別川川

～
河畔林の保全河畔林の保全

現況河川の保全現況採取の表土による覆土

と ん べ つ が わ

その先の、道へ。北海道

《写真：利尻山源頭部》

稚内建設管理部

砂防事業

持久無名川は利尻島南部の利尻町にある土石流危険渓流で、保全対象として人家４戸及び持久橋、道道沓形仙法志鴛泊線がある。
流域内には渓岸浸食が多く確認され、 年（ ）大雨時には土砂が流出し、河口に堆積した。現在も渓床には不安定土砂が堆積
しており、今後の大雨時にも同様の被害のおそれがあるため、土石流堆積工を整備し土砂災害からの保全を行うものです。

持久無名川 火山砂防事業

事事業業箇箇所所 ：：土土石石流流堆堆積積工工
事事業業期期間間 ：：令令和和元元年年度度～～令令和和８８年年度度（（予予定定））
全全体体事事業業費費：：約約８８億億円円
事事業業内内容容 ：：土土石石流流堆堆積積工工新新設設

《事業概要》

《全景写真》

《整備効果》

整備後

利尻町
持久無名川

保保全全対対象象
人人家家 戸戸

①

想想定定氾氾濫濫
区区域域

不不透透過過型型堰堰堤堤工工 号号堰堰堤堤工工
不不透透過過型型堰堰堤堤工工 号号堰堰堤堤工工

護護岸岸工工

土土石石流流堆堆積積工工

計計画画基基準準点点

道道道道沓沓形形仙仙法法志志鴛鴛泊泊線線

想想定定氾氾濫濫区区域域

道道道道沓沓形形仙仙法法志志鴛鴛泊泊線線

計計画画基基準準点点

垂直写真

２２号号堰堰堤堤工工

11号号堰堰堤堤工工

【【土土石石流流堆堆積積工工】】整整備備前前

砂砂防防ソソイイルルセセメメンントト

護護岸岸工工((左左右右岸岸))

11号号堰堰堤堤工工

２２号号堰堰堤堤工工

護護岸岸工工
((左左右右岸岸))

【【土土石石流流堆堆積積工工】】整整備備後後 一一次次掘掘削削後後

利利尻尻山山 標標高高１１,７７２２１１ｍｍ

《位置図》

土砂流出状況（2016.9.11）

《平面図》

【【掘掘削削工工】】

号号堰堰堤堤工工

人人家家４４戸戸、、道道道道及及びび漁漁場場をを土土砂砂災災害害かからら保保全全ししまますす。。
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